








要約:最近 3 年間の新生児剖検 137 例のらちでは、奇形を有する割合は 36 例(26%)であっ

た。そのうち、染色体異常は 13 例(9.4%)で、内臓奇形の合併は心臓と脳に多く、脳には

疾患特異的な形成異常があった。染色体異常がなく、外表奇形があるものは 13 例(9.4%)

であり、外表の大奇形でも、小奇形でも、内臓奇形の合併することが 13 例中 12 例と多か

った。骨形成不全症では肺の低形成のほかに、persistent fetalmeningeal vascularization

が全例に認められた。

外表奇形がなく、内臓奇形があるものは奇形 36 例中 10 例(28%)であり、その内訳では先

天性心臓病、横隔膜ヘルニアが多く、一部脳形成異常が含まれていた。


